











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　 　　 　　　 　ロ　　しての「営利心」を「商業的精神」と命名しており（坂西1904，107），この
　　榊が「　　　　　　　　　の　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　大胆なる冒険的勇気」と「細心なる計算的能力」勘舶とお轍
　　■　　　コ　　　　　立するものであることを強調している（坂西1904，117）。坂西によれば，か
　　かる精神の担い手である「近世の商人」（＝「企業者」）は「販売の組織者」と
　　して「計算」と「投機」の才能を駆使し，「適当の時，適当の場所に商品を分
　　布すること」によって市場の支配を実現し，かくて無限の営利追求に遭進する
　　のに対して（坂西1904，113），「中世の商人」は思想，感情，社会上の地位や
　　行動様式などいずれの観点から見ても「手工業者に近きもの」であり，「手工」
　　的性質を帯びたものであった。すなわち，中世期の商人たちは，Idee　der
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　N　　N　　N　　N　　N　　｝　　Nahrung（＝「生計の理念」）にもとついて「身分相応の生計」を維持する
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　　「技術的労働者」にほかならなかったのである（坂西1904，110－2）。
　　　このように，「中世商人」の手工業性を強調しつつこれを「近世の商人」（＝
　　「企業者」）の計算性・投機性と対比する坂西の分析視角は，明らかにゾンバル
　　ト（Sombart　l902a，174－81）から学んだものである。
（13）たとえば，河上肇は『日本経済新誌』上でゾンバルトの『社会主義と社会運
　　動』第5版（Sombart　l905）の紹介を試み（河上1907），河田嗣郎は同誌上
　　でゾンバルトの『プロレタリアート論』（Sombart　l906a）を抄訳した（河田
　　1908）。『プロレタリアート論』については，滝本美夫も『国民経済雑誌』にお
　　いてその内容を紹介している（滝本1910）。また河田はゾンバルトの『カール・
　　マルクスのライフワーク』（Sombart　1909b）の抄訳も手掛けた（河田1910a）。
　　ちなみに河田は1910年に上梓した『資本主義的精神』のなかでも，批判的に
　　ではあるがゾンバルトに言及している（河田1910b，23－4）。さらに，大西猪
　　之介は『ユダヤ人と経済生活』（Sombart［1911］1928）と『ユダヤ人の将来』
　　（Sombart　1912）の2つの著作を刊行と同時に訳出し，その内容について『国
　　民経済雑誌』上でかなり詳しく紹介している（大西1911－2；1912－3）。
（14）　当時の日本を代表するノン・マルクス経済学者であったこの4氏による興味
　　深い論争は，別の機会に詳述したいと考えている。さしあたって関連するそれ
　　ぞれの文献は，次のとおりである。関（1910；1911），上田（1910），坂西
　　（1911），福田（1911）。
（15）　大西の略伝については，「大西猪之介経済学全集　第一巻　経済学認識論』
　　（大西1927a）に収められた「大西教授略伝」（高島・南1927b）を参考にした。
　　さらに高島（1922），小樽高商史研究会編（2002，71－83），上久保（2003，143－
　　8）にも多くを負うている。
（16）　当初，大西の全集の監修には左右田喜一郎が当たっていたが，1927年（昭
　　和2年）の左右田銀行の閉店により，左右田はこの任を辞退することになった。
　　『大西猪之介経済学全集』刊行の経緯については，高島。南（1927a）を参照。
　　なお全集第3巻には1927年8月11日に逝去した左右田に対する「哀詞」（高
　　島・南1927c）が掲げられている。
（17）たとえば上田貞次郎は大西全集の刊行に寄せて次のように述べている。
　　　　大西教授の全集が出版される事は私は友人．として喜ぷのみならず学界のた
　　　　めに有益なりと信じます。同君は全く天才的の人であつて鋭い推理の頭脳
　　　　を有すると共にまた文藻に富んでゐました。又非常な勉強家で読書の範囲
　　　　の広いことは常に私を驚かしたものです。同君が今日まで生きてゐたら無
　　　論我学界第一流の人として一般から認められたであらうことは疑を容れま
　　　せんが其生前においても立派な仕事をしてゐたのです。（上田1927，12）
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　　また大内兵衛も大西にかんする思い出を次のように綴っている。
　　　私が学校を出る頃，やはり学校を出たばかりの大西君の『帝国主義論』が
　　　出た。当時学問をしてみたいと云ふ希望をもつてゐた私は，この書を読ん
　　　で驚いた。その博引とその文章の力強さとに。そして私は考えた，吾々の
　　　やうな鈍頭が学問で身を立てるなどS云ふ事を考えるのは学問への冒涜で
　　　あり，天才への侮辱であり私の非望であると。（大内1927，14）
　　　さらにロンドン滞在中，大西と深い親交をもった小泉信三も大西のことを次
　　のように高く評価している。
　　　私の知つてゐる大西教授は殆ど飢渇にも比すべき智識欲を持つた学者でし
　　　　た。而して欧文の書籍を読むのが非常に速かつたやうです。其の読み方が
　　　貧ぽるといつても好いやうな風でした。決して小成に安んじて納まるとい
　　　ふやうな事のない人でした。……多趣味で渉猟の範囲が広かつたのですか
　　　　ら，将来一系統を立てる為めの材料は随分豊富に蒐集して居られたに違ひ
　　　　ない。それを纏める時に到達せずして早世せられたのは実に残念に思ひま
　　　　す。（小泉1927，18）
　　　上記の上田，大内，小泉の証言からも明らかなように，大西は明治末葉から
　　特に大正期にかけて間違いなく日本における第一級の経済学者として認知され
　　ており，学界にその名を轟かせていたのである。
（18）　たとえば，同書のなかで高垣寅次郎は，大西の天折を「つぐない難い日本経
　　済学界の損失」であったと述懐している（高垣1969，9）。また，大泉行雄は
　　大西の死後催された全学をあげての追悼会で当時小樽高商に赴任していた大熊
　　信行がその霊前で咳を切ったように号泣していたという印象深いエピソードを
　　伝えている（大泉1969，45）。なお，大西の教育者としての側面については，
　　同書所収の大谷（1969）が有益である。また，日本経済学史における大西の位
　　置づけについては，猪谷（1969）を参照。
（19）大西の「経済史』第3編「国民経済の時代（近世）」における各章のタイト
　　ルは，次のようになっている。
　　　　「緒論」，第1章「国家」，第2章「技術」，第3章「貴金属の生産」，第4
　　　　章「市民的財産の成立」，第5章「新需要の発生」，第6章「賃金労働者の
　　　　発生」，第7章「企業者の成立」，第8章「資本制企業の成立」
　　　これに対して，ゾンバルトの『近代資本主義』第2版第1巻の第2部「近代
　　資本主義の歴史的基礎」における各節の原文のタイトルは以下の通りである。
　　　　Erster　Abschnitt。Wesen　und　Werden　des　Kapitalismus“；Zweiter
　　　　Abschnitt．Der　Staat“；Dritter　Abschnitt。Die　Technik“；Vierter
　　　　Abschnitt　”Die　Edelmetallproduktion“　；FUnfter　Abschnitt”Die
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　　　　Entstehung　des　bUrgerlichen　Reichtums“；Sechster　Abschnitt。Die
　　　　Neugestaltung　des　GUterbedarfs“；Siebenter　Abschnitt”Die　Be－
　　　　schaffung　der　Arbeitskrtifte“；Achter　Abschnitt”Die　Entstehung　der
　　　　Unternehmerschaft“
　　　大西の『経済史』第3編の「緒論」は，『近代資本主義』第2版第2部の第1
　　節「資本主義の本質と生成」に該当する内容を備えている。これを踏まえれば，
　　『経済史」第3編の第1章「国家」から第7章「企業者の成立」までは，『近代
　　資本主義』第2版第2部における第2節以下のタイトルとほとんどまったく同
　　じであり，明らかにこれを踏襲したものであることがわかる。唯一該当する節
　　のない『経済史』第8章「資本制企業の成立」は，『近代資本主義』第2版で
　　は，第1巻のテーマとしては扱われてはいない。これは，第2巻第1部の第2
　　節「経済形態Wirtschaftsformen」のなかの第10章「資本主義的企業の成立
　　Die　Entstehung　der　kapitalistischen　Unternehmung」（Sombart［1916］
　　1987b，99－139）に対応するものである。
（20）　ゾンバルトの原文では，「質本主義的企業家の機能」として，1．「組織者的
　　organisatorisch」，2．「商人的htindlerisch」，3．「計算的・家政的rechner－
　　isch－haushalterisch」が挙げられており，それぞれの内容は本文で見た大西
　　の要約にほとんど同じである。
（21）詳しくは，拙稿（奥山2005）を参照されたい。ゾンバルトは「資本主義的
　　企業家」を「企業家」と「商人」という2つのファクターに分類し，さらにそ
　　れぞれを「発明家」・「発見者」・「征服者」・「組織者」と「投機的計算家」・「事
　　業家・交渉人」という各「人間類型」に区分したうえで，現実に即応した企業
　　家像を総体的に把握しようと努めていた。なお，大西は同時代においてすでに
　　ゾンバルトのかかる類型的認識にもとつく企業家把握に対して強い関心を示し
　　ている（大西1927b，140－1）。
（22）　ゾンバルトは，『近代資本主義』初版においてすでに経済史的な見地から
　　「資本主義的精神」の生成に対するユダヤ人の貢献を主張していたが，しかし
　　その影響については，「過大に評価してはならない」（Sombart　I902a，390）
　　と一定の留保を与えている。ゾンバルトが資本主義経済の発展に対してユダヤ
　　人が果たす役割を明確に強調し始めるのは，1903年に公刊された『19世紀の
　　ドイツ国民経済』（Sombart　1903）においてのことであり（Lenger　1994，188；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　N　　N田村1996，32，注（29）），その第6章「民族」のなかでゾンバルトは「ユダヤ
　　s　　　N　　　｝　　　N　　　N　　　N　　　N　　　N　　　N
　　的エレメントの特徴Einschlag　jUdischer　Elemente」と「近代資本主義経済」
　　との親和関係についてはっきりと指摘している（Sombart　1903，128）。その
　後，1911年に『ユダヤ人と経済生活』（Sombart　lgl1）を上梓したゾンバル
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　　トは，より積極的な形で「ユダヤ人企業家」と「近代資本主義経済」との緊密
　　な関係について論及するにいたった（奥山2006）。こうして，『ユダヤ人と経
　　済生活』で提示された議論の主要な内容は，改訂された『近代資本主義』第2
　　版，わけてもその第2部第8節「企業家層の生成」へと継承されることとなる
　　のである。大西が，企業家とユダヤ人ないしユダヤ人的特性との親和関係を述
　　べるにあたって参照しているのは，まさにこの箇所である。
（23）　念のために付言しておくが，河田嗣郎の『資本主義的精神』（河田1910b）
　　は，ヴェーバーの「プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神」の邦訳書
　　ではない。河田は，そのなかでゾンバルトとヴェーバーの議論を踏まえながら
　　も，彼独自の資本主義精神論を展開している。河田の「資本主義的精神」論に
　　ついて詳しくは，三笛（2004）を参照。
（24）大西の『経済史』の編纂にあたっては，ほぼ完成していた草稿にくわえて，
　　大正9年度と同10年度の学生の講義ノートが参照されている（高島・南1927f，
　　3）。つまり，大西は少なくとも1920年には小樽高商で経済史の講義を担当し
　　ていたということであり，それ以前にはあらまし草稿も完成させていたと思わ
　　れる。改訂された「プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神」が収めら
　　れたヴェーバーの『宗教社会学論集』第1巻が公刊されるのは1920年である
　　から，大西はヴェーバーのゾンバルト批判には目を通していなかった可能性が
　　高い。なお，ゾンバルトとヴェーバーの「近代資本主義起源論争」の推移を簡
　　潔かつ的確iに整理した研究としては，Lehmann（1993；1996，94－108）ある
　　いは諸田（1996）がある。また，改訂されたヴェーバー「倫理」論文に見られ
　　るゾンバルトに対する数多の批判的言及については，住谷（1993）を参照。
（25）　ただし，大西はイタリア滞在中，パンタレオー二と面会した折に（1917年1
　　月9日），当時すでに絶版だった『近代資本主義』初版を私蔵していることを
　　告白している（大西［1919］1928，151）。関を指導教授にもち，福田や坂西と
　　も師弟のような関係にあった大西が初版を読んでいなかったとは考えにくい。
　　大西は初版を無視したというよりも，むしろ日本においてはまだそれほど知ら
　　れていなかった第2版の議論を吸収し，かつその内容を紹介することにウエー
　　トを置いたのではないだろうか。
（26）すでに触れたように，大西は『ユダヤ人と経済生活』と『ユダヤ人の将来』
　　を関一の勧めによって明治末葉に抄訳しているが，彼は「小西虎雄」というペ
　　ンネームでゾンバルトの『社会主義と社会運動』第6版（Sombart　l908）の
　　第4章も訳出している（小西1910）。ちなみに，大西が1911年（明治44年），
　　東京高等商業学校専攻部に提出した卒業論文は，『社会主義論』（大西1927g）
　　であり，このなかで彼は『社会主義と社会運動』から数多く引用している。
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（27）　ここで，大西以外の大正期におけるゾンバルト受容の動向について簡単にま
　　とめておきたい。まず1913年（大正2年）には，当時神戸高商の学生であっ
　　た大塚金之助（1892－1977）が『日本経済新誌』上で『奢修と資本主義』
　　（Sombart　lgl3a）の第5章「奢修からの資本主義の生誕」の一部を抄訳して
　　いる（大塚1913）。大塚は，その7年後の1920年（大正9年）にはベルリン
　　大学に留学してゾンバルトの講義を実際に聴いており，その後「二年も順番を
　　待ってののち」（大塚1969，32）にようやくゾンバルトのゼミナールへの入室
　　を許可され，彼のもとで学んでいる。大塚の回顧録（大塚1969，30－8）は，
　　ほかのいかなる史料よりも往時のゾンバルト・ゼミナールの様子を克明に伝え
　　ており，ゼミナリストでなければ知りえないその興味深い内容は一読に値する。
　　また，1919年（大正8年）から1921年（大正10年）にかけて，大山郁夫が
　　雑誌「我等』において，断続的に『プロレタリアート論』（Sombart　l906a）
　　の翻訳。紹介を行っている（大山1919－21）。さらに，高垣寅次郎は，「ブルジョ
　　ワ』（Sombart［1913］1920）で展開された「資本主義的精神」論について詳
　　細かつ批判的な検討を試み（高垣1921），小泉信三は，『プロレタリア社会主
　　義』（Sombart　l924）が刊行されるとすぐに，その内容について詳しく論究し
　　た（小泉1925）。ちなみに，小泉は1913年（大正2年）から翌年にかけての
　　ドイツ留学中，ベルリン大学のシュモラー，ワーグナーの講義にくわえて，当
　　時ベルリン商科大学で教鞭をとっていたゾンバルトの講義にも出席している。
　　小泉は特にゾンバルトの講義から強い刺激を受けたようで，彼の青年期の日記
　　（小泉2001）には，たとえば「ゾムバルトの近代社会論面白し」といったよう
　　にゾンバルトの名前があちこちに散見される。
　　　他方で，ゾンバルトの翻訳書としては，まず1919年（大正8年）に河田嗣
　　郎が明治期に『日本経済新誌』上で抄訳した「無産者階級論」（河田1908）と
　　「米国に社会主義無き理由」（河田1908－9）を収めた著作（河田1919）を上梓
　　し，同年，鈴木豊によって「工業労働者問題』（Sombart　1904）が翻訳・出版
　　される。続く1920年代には，佐久間秀雄が『ブルジョワ』（Sombart［1913］
　　1920）の抄訳を行い（1920年，ただし，明確な記載はないものの，これは原
　　著ではなく，英訳からの重訳と思われる），次いで森戸辰男が『労働組合運動
　　の理論と歴史』（Sombart　1900）を翻訳した（1922年）。また，池田龍藏と林
　　要は，それぞれ1923年（大正12年）と1925年（大正14年）に「社会主義と
　　社会運動』を翻訳・刊行している（林訳の底本は第8版（Sombart　1919），池
　　田訳の底本は不明）。さらに，1925年には田中九一が『奢修と資本主義』
　　（Sombart　l913a）の全訳を果たした。このように，大正期には単に学術雑誌
　　上での抄訳のみならず，実際にゾンバルトの著作が翻訳書として矢継ぎ早に公
（733） 297
政経論叢第78巻第5・6号
　　刊されるようになった。ただし，管見の限り，この時期にはゾンバルトの経済
　　思想を体系的に分析した本格的な研究論文・著作はまだ現れておらず，大酉も
　　含めて特に翻訳作業を通じてその思想を導入・紹介することに意が用いられて
　　いたように思われる。
（28）　ゾンバルトは「近代資本主義」，とりわけその最も完成された形態としての
　　「盛期資本主義時代」を過去のいかなる時代とも共通点をもたない「一回限り
　　の現象」であるとし，かくてそれを「歴史的個体historisches　Individuum」
　　として把握するべきであると述べている（Sombart　1927，　XU：訳7）。本位田
　　による「歴史的個性」という表現は，ゾンバルトのかかる言い回しから借用し
　　たものだと考えられる。
（29）本位田は，『資本主義精神』を執筆するにあたっての「参考書」として，ゾ
　　ンバルトの著作では，『ブルジョワ』（Sombart［1913］1920），『近代資本主義』
　　第2版第2巻（Sombart［1916］1987b），「経済生活の秩序』（Sombart　1925），
　　さらには前年に公刊されたばかりの「近代資本主義』第2版第3巻（Sombart
　　l927）を挙げている。ゾンバルト以外の外国語文献としては，ヴェーバーの
　　『宗教社会学論集』やトーニーの『宗教と資本主義の興隆』，ブレンターノの
　　『経済人の歴史』，さらにはジンメルの『貨幣の哲学』やヴェブレンの『営利企
　　業の理論』などが列挙されている。また，邦語文献では，河田嗣郎『資本主義
　　的精神』（河田1910b）と田辺忠男『資本主義の観念』（田辺1928）の2冊が
　　掲げられている。
（30）本位田は，『資本主義精神』から2年後に公刊した『欧州経済史』（本位田
　　1930）でも，資本家と労働者とのかかる従属的な社会関係を強調している。た
　　とえば，本位田は次のようにいう。
　　　　資本主義的企業に於ては労働者は単なる客体である。生ける機械であり，
　　　　生ける原料である。機械が発言権を持たないと同様に彼等も絶対的に資本
　　　　家の命令に服従しなければならない。資本家の計画した生産行程に適応し，
　　　　其職分を守る事が其任務である。是即ち資本主義企業に於けるディシプリ
　　　　ンである。若しも労働者に有効な発言権を認めるならば，其利益と正面衝
　　　　突すべき資本家の利潤増加は，期待する事ができなくなるだらう。労働者
　　　　の絶対服従は資本主義企業の本質的内容である。是れなくしては企業は其
　　　　存在の理由を失つて仕舞ふだらう。（本位田1930，371－2）
（31）本位田は，ゾンバルト（あるいはシュンペーター）のように，資本家と企業
　　家との明確な区別を行ってはおらず，「資本家兼企業家」として捉えている。
　　ただし，資本家のもつべき機能的特徴として本位田が「計画」・「組織」・「統率」
　　に注目していることは，ゾンバルトの企業家像とも共通性が見出されるところ
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　　であり，興味深い。
（32）ただし，先に本論でも見たとおり，本位田は「初期資本主義時代」における
　　宗教の影響，または「資本主義精神」の形成過程でのカルヴィニズムの貢献に
　　ついては否定しておらず，この点ではヴェーバーに同意を示している（本位田
　　1928，34－5；38－9）。三笛（2008，224－5）も参照。
（33）　ゾンバルトの「晩期資本主義」論が本位田の統制経済論へ及ぼした影響につ
　　いては，すでに柳澤治氏によるすぐれた研究（柳澤2001a；2001b）がある。
　　『近代資本主義』第3巻（Sombart　1927）や社会政策学会での講演（Sombart
　　l929），あるいは特に『資本主義の将来』（Sombart　1932）で本格的に展開さ
　　れたゾンバルトの「晩期資本主義」論は，本位田だけではなく同時代に難波田
　　春夫によっても注目されており（難波田1932，163－4；1938，399；404－6），
　　さらに向井鹿松（慶慮義塾大学教授）や赤松要（名古屋高商教授）らの統制経
　　済論にも大きな影響を与えた（向井1933，217－22；238－42；赤松1937，89－91）。
　　なお，『資本主義の将来』は，1932年の刊行と同時に『一橋新聞』で小原敬士
　　によってその内容が詳しく紹介されており（小原1932），同年から翌年にかけ
　　ては新川傳介によって全訳が果たされている。また，春秋社の『世界大思想全
　　集』にも鈴木晃による抄訳が収められている。
（34）邦訳書の相次ぐ出版にくわえて，戸田（1931），難波田（1934；1937）など
　　の詳細かつ精緻な文献紹介も逸することができない。また，この時期には先に
　　注記で触れたゾンバルトの「晩期資本主義」論に対する関心とならんで，彼の
　　社会学にも注目が集まった。酒井正三郎の研究（酒井1932）は，その代表的
　　な成果である。
（35）　梶山は福島高等商業i学校教授に任命（1940年5月）されて間もなく，病気
　　のために32歳の若さで亡くなった（1941年4月28日）。梶山の抄訳によるウェ
　　ルナー・ゾムバルト著『高度資本主義1』が出版されたのは，1940年12月
　　30日であり，同書には同年10月12日付の「訳者　序」がある。このなかで
　　梶山は，第3巻の刊行をもって完成された『近代資本主義』第2版を「ドイツ
　　経済学が世界に誇るところの偉業であり，不朽の価値にまで到達した現代経済
　　学の金字塔」として賞賛する一方，「本書の翻訳を始めるに至つた動機の一つ
　　として」，大塚久雄と本位田祥男の「懲悪」を挙げている。この翻訳が梶山に
　　とって事実上，生前最後の仕事となった。ちなみに，梶山のこの邦訳書は，
　　『近代資本主義』第2版第3巻の2分冊全60章のうち第1分冊「序文Geleit－
　　wort」を含めて第1章「資本主義的企業家の意義Die　Bedeutung　des
　　kapitalistischen　Unternehmers」から第15章「資本主義経済に対する信用
　　の意義Die　Bedeutung　des　Kredits　fUr　die　kapitalistische　Wirtschaft」ま
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　　での抄訳である。この邦訳書に対しては，刊行後間もなくして大塚久雄による
　　書評（大塚1941）が出されている。なお，梶山の死後，福島高等商業学校は，
　　『商学論集』（第13巻第1・第2号）に藤田五郎による「梶山教授遺稿其他」
　　（藤田1942）を掲載した。この遺稿の1つは，ゾンバルト最晩年の大著『人間
　　について』（Sombart　1938）にかんするものであり，ここには本書に対する梶
　　山の質疑とそれへのゾンバルトの応答が掲げられている。この質疑応答は書簡
　　でなされた短いものではあるが，管見の限り，ゾンバルトと同時代の日本の研
　　究者が文書で学問上の交流を果たした唯一の記録であり，かくてわが国におけ
　　るゾンバルト研究史上きわあて貴重な史料であるといえる。梶山は『高度資本
　　主義1』を公刊する前年にもゾンバルトの論文「世界観，科学および経済」
　　（Sombart　1937）についての書評を執筆しており（梶山1939），晩年の彼は，
　　ゾンバルトに対して特に強い関心を有していたことが窺える。梶山の経歴につ
　　いては，「梶山教授遺稿其他」に付された「梶山力氏年譜抄」・と「梶山力氏業
　　績」を参照。また，安藤（1994）も梶山のキャリアおよびその思想を理解する
　　うえで有益である。さらに，福島高商における梶山の同僚であり，梶山を「戦
　　中期に聲つ社会科学界の巨峰」として評価する小林昇の回想（小林1994）を
　　も見よ。
（36）梶山は前年の書評（梶山1939）でも，ゾンバルトにおける科学と世界観と
　　の関連について同様の指摘を行っている。日く，ゾンバルトは，「世界観が種々
　　の仕方によつて科学に影響をあたへる場合のあり得ることを認めてゐるのでは
　　あるが，しかし依然として古くからの彼の立場，即ち『価値判断排除』の立場
　　を死守しつS”けてゐるのである」と。梶山によれば，「科学が科学であらうと
　　するかぎり，研究者はとくに一定の世界観に奉仕するために研究をおこなつて
　　はならない」というのがゾンバルトの基本的な立場であった（梶山1939，109）。
（37）梶山は，改革に対する国家の意義を強調する限りで，ゾンバルトはマルクス
　　よりもむしろラサールの影響を受けていたのではないかと推測している（梶山
　　1940，　16）o
（38）　たとえば，ゾンバルトのマルクス主義からの「転向」についていえば，梶山
　　はその萌芽が「若き日のゾムバルト」，就中，『19世紀における社会主義と社
　　会運動』（Sombart　l896）にも確認できることをはっきりと指摘している（た
　　だし，梶山がテクストとして使用しているのは，1896年刊の初版ではなく，
　　翌年に出版された速記録である）。すなわち，梶山によれば，ゾンバルトはそ
　　こにおいてすでに「歴史の法則は自然法則のやうな意味での必然的法則では決
　　してありえない」こと，また「現実の歴史においては，一定の目的のために吾々
　　が一定の手段をとるときにすら，それが成功するか否かは明確ではない」こと，
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　　さらには「階級闘争が場合によつては社会主義ではなく，西欧文化の没落にみ
　　ちびく虞れ」．があるということ，こうしたマルクス主義批判ともとれるような
　　内容を語りだしていたのである（梶山1940，22－3）。なお，ゾンバルトがいっ
　　の時点でマルクス主義からの「転向」ないし「離反」をなしたのかについては，
　　戦後の研究史においても依然として共通の理解を得られてはいない（田村
　　1996，25，注（4））。その萌芽を『19世紀における社会主義と社会運動』に見
　　出す梶山の見解の正否をふくめて，この重要な問題については，別の機会に考
　　察したい。
（39）　もちろん，ここには梶山が病身を押して解説を執筆したという事情もある。
　　「高度資本主義1』に付された「凡例」で，梶山は当初，「ゾムバルトの学説
　　と生涯」のすべてを第1分冊に収める予定であったが，「訳者の病臥のために，
　　それを果すことが出来なかつた」と告白している。ちなみに，「ゾムバルトの
　　学説と生涯」の末尾で，梶山は，次にゾンバルトの経済学方法論，とりわけそ
　　の「了解的方法」について「出来るかぎり簡潔に紹介し批判してみようと思ふ」
　　と記している（梶山1940，25－6）。
（40）　福田は「企業論二序ス」でも，商業教育における企業者育成の重要性につい
　　て次のように述べている。
　　　　商業教育に於て幾千幾百の商業的労働者を育成する実に方今の急務ならん。
　　　　されど労働者のみを求めて，其指導者たり其首脳たるべき企業者は果して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　ロ　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　之を那辺に得んとするか。吾人が，高等なる商業教育となす所のものS目
　　　　　　　　　　　　　■　　　■　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　
　　　　的は多数の労働者を作るに非ずして，選良なる此の企業者を作り，此の
　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　Captains　of　Industryを供給するを以て目的となすべしと唱ふる所以な
　　　　　　　　　り。若し商業的労働者に要すべき高等なる技術を授くるを以て高等商業教
　　　　育なりとせば（是れ世人並に有識の門外者の多く考ふる所なり），今吾人
　　　　が其研究の結果を世に公にする研究室の如きは全然無用の設備に属すべき
　　　　なり。之に反して企業者の育成を以て是が目的となす可きものならば，研
　　　　究室に於てこそ始めて吾人の真の修練を積むことを得べきものと謂はざる
　　　　べからず。（福田1904，2－3）
（41）　このことは，邦訳書の出版状況を例にとってみても明らかである。明治・大
　　正期にはヴェーバーの邦訳書はいまだ公刊されておらず，ヴェーバーの最初の
　　日本語訳単行本である黒正巌訳「社会経済史原論』が世に出るのは，昭和に入っ
　　て間もなく，つまり1927年（昭和2年）のことであった（橋本2000，341）。
　　丸山真男によれば，日本においてヴェーバーへの関心が諸学界に広がっていく
　　ようになるのは，「昭和一一，二年ごろ」（丸山1964，153）のことであり，事
　　実この時期に尾高邦雄訳の『職業としての学問』と富永祐治・立野保男訳の
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　　『社会科学方法論』が岩波文庫から出版されている。梶山力訳の『プロテスタ
　　ンティズムの倫理と資本主義の精神』が有斐閣から刊行されるのは，1938年
　　（昭和13年）のことである。
（42）戦後のゾンバルト研究の動向について詳しくは，筆者による博士論文（奥山
　　2009）「序論」の「∬．研究史」を参照されたい。
（43）　この論文は，1943年から46年にかけて，『経済学論集』に3回にわたって
　　発表された（大塚1943；1944；1946）が，未完に終わった。副題には「近代
　　社会に於ける経済倫理と生産力　序説」と付されている。なお，連載第3回目
　　の発表は1946年であるが，論文の末尾には「一九四四・一二稿」と記されて
　　いる。大塚は戦後，この論文に大幅な加筆・修正をくわえ，1964年から65年
　　にかけて改めて完成稿を『経済学論集』に発表している。
（44）　いうまでもなく，この大塚の批判は，ゾンバルトのみならず大塚の恩師本位
　　田に対しても向けられたものと理解しなければならない。大塚自身による本位
　　田の西洋経済史研究および「資本主義精神」論に対する評価については，大塚
　　（1942）を参照。このなかで大塚は，本位田の「資本主i義精神の起源論」がヴェー
　　バーよりも「ブレンターノに近い」と断定している（大塚1942，562）。しか
　　し，すでに確認したように，本位田はブレンターノではなく，むしろヴェーバー
　　の議論に賛意を示していたのである。この点にかんする限り，中野敏男氏の大
　　塚に対する批判（中野2001，26－7）は当を得ている。なお，本位田と大塚の
　　西洋経済史研究の特徴を簡潔かつ的確に整理したものとして，松田（1976）が
　　ある。
（45）先にも述べたように，もちろんいくつかの例外的な研究は存在する。前掲博
　　士論文（奥山2009）を参照。
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